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１．方針の策定にあたって

■背景と目的

■位置づけ

まちづくり方針策定の背景と目的、位置づけ

市街化が進み成熟した阿佐谷地域において、まちの課題を解決し、その良さを将来に向かって伸ば

していくためには、変化のきっかけを的確に捉えてまちづくりに取り組むことが不可欠です。

これからの数年間を、将来のまちづくりにつながる数十年に１度の機会と捉え、戦略的にまちづ

くりを進めていくため、本方針を策定します。

○公共公益施設など、建替え時期を迎えつつある建物が多くあります。

○都市計画道路補助133号線の区役所前～五日市街道間（中杉通りの延伸）が、『東京における都市

計画道路の整備方針（第四次事業化計画）』において優先整備路線（今後 10 年間に優先的に整備

すべき路線）に位置づけられました。

○地域主体でまちの将来像を考えるなどまちづくりの活動が活発化しています。

○商店街のにぎわいや優れた交通利便性と、周辺の閑静な住環境とが共存した成熟したまちです。

○古くから区役所等の公共公益施設が集積するなど、官庁街（シビックゾーン）ともいうべき区の

中心的な拠点のひとつとなっています。

○一方、後背地には基盤未整備な木造住宅密集地域を抱え、首都直下地震等に備えて防災性の強化

や基盤整備が喫緊の課題となっています。

○既定の上位計画や関連計画等を前提と

しながら、『杉並区まちづくり基本方針

（杉並区都市計画マスタープラン）』（平

成25年度）の地域別方針（阿佐谷地域）

を補完するものとします。

○『杉並区まちづくり基本方針』にあわせ、

おおむね20年後の未来を視野に入れた

ものとします。

○まちの将来像やその実現のための取組

の方向性を示す「まちのグランドデザイ

ン」として、区民・事業者・行政が共有

するものとします。

○個別地区のまちづくりへの橋渡しとな

るものとします。

○喫緊の課題の解決に効果の高い取組等

への重点化を図り、それらについては具

体化に向けて優先的に取り組みます。
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（１０年ビジョン）

地区計画
まちづくり

ルール
事業計画

個別のまちづくりへの

橋渡し

杉並区まちづくり基本方針

を補完

おおむね20年後

を視野に策定

＜将来都市像＞

支えあい共につくる

安全で活力ある

みどりの住宅都市

杉並

東京都市計画

都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針

おおむね20年後

を視野に策定

地
域

地
域

地
域

高

地
域

高

地
域

方

・

地
域

方
針

杉並区まちづくり基本方針

（杉並区都市計画マスタープラン）

阿
佐
谷
地
域

阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針

例）

目 次

１．方針の策定にあたって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・まちづくり方針策定の背景と目的、位置づけ・・・・・・・・・・・・・・

・まちづくり方針策定の対象区域・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・まちづくり方針の策定プロセス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．地域の特性と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．将来像とまちづくりの目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．分野別の方針と取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・分野別方針（Ⅰ）防災の方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・分野別方針（Ⅱ）道路・交通の方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・分野別方針（Ⅲ）商業・生活サービスの方針・・・・・・・・・・・・・・

・分野別方針（Ⅳ）みどり・景観・環境の方針・・・・・・・・・・・・・・

５．取組の重点化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・取組の重点化と体系化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・重点的取組（１）阿佐ヶ谷駅北東地区のまちづくり・・・・・・・・・・・

・重点的取組（２）南阿佐ヶ谷駅周辺のまちづくり・・・・・・・・・・・・

・重点的取組（３）中杉通り沿道の安全・快適で魅力的なまちづくり・・・・

・重点的取組（４）道路基盤の整備等による防災性の向上・・・・・・・・・

６．まちづくり方針の実現に向けて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・まちづくり方針の実現の考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・取組スケジュール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【参考】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・区民意見交換会等での主な意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・中間まとめにおけるオープンハウス等での主な意見・・・・・・・・・・・

・中杉通りの延伸整備について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
1

2

3

4

6

7
8

9

10

11

12
12

13

18

20

22

24
24

25

26
26

27

28

区域



１．方針の策定にあたって_■□□□□□

3

まちづくり方針の策定

区では、平成2 年 に庁 組 「阿佐谷まちづくり 会」を設置し、方針策定に向けた

を行ってきました。

平成2 年12 の「これからの阿佐 谷 等周辺まちづくりを考える区民 交 会」や、平成

2 年 ～ に開 した ープン ス（ １）等でいた いた地域住民の方 の も まえ、

まちづくり方針（ ）をとりまとめました。

平成2 年 に、まちづくり方針（ ）について 会や 集を行ったうえで、まちづくり

方針を策定しました。

（ １） ープン ス 会 に 等で を 示し、来 された さまに区の 等が直 するとともに、個別に

をうかがう （ 2 ）

区
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12 ～
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ー
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まちづくり方針

平成2 年
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平成2 年

平成2 年

平成2 年

まちづくり 等

地
域
の

さ
ま

の

の

の

地域の や課題について

をお きしました。

中間まとめを く周 すると

ともに、まちの将来像や今後の

取組の方向性について

をお きしました。

（ ）について をお

きしました。

地域の 性や課題を まえて、

まちの将来像や、今後の取組の

方向性等を提示しました。

中間まとめに さまの を

するとともに、 り具体

的な取組 を示し、方針

（ ）として提示しました。

『阿佐 谷未来のまちづくり提 』
「杉並区まちづくり条例」に基づくまちづくり団体である「阿佐

ヶ谷のまちづくりを考える会」と、地域の商店会、町会・自治会

の役員等から成る「マイタウン阿佐谷協議会」が連名で、平成

26年10月にまちづくり提言をまとめました。このように阿佐谷

地域では地域の方が主体的にまちの将来像等を考える動きが活

発化しています。

（ ）区民 交 会 2

（ ）まちづくり 体等からの 取

「杉並区まちづくり条例」に基づくまちづくり団体

である「阿佐ヶ谷駅北東地区を考える会」や、古く

から阿佐谷のまちづくりについて活動している「マ

イタウン阿佐谷協議会」から、ご意見をうかがいま

した。

まちづくり方針
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まちづくり方針策定の

本方針の策定 区域は、阿佐 谷 から 500 、 阿佐 谷 から 250 を 安として、

境や地 地物で区 った下図の とします。

阿佐 谷 と 阿佐 谷 の 周辺を一体的な拠点として捉え、 域的な役 や位置づけを めて

し、策定しました。

 域 所・一時 地などの周辺地域との関 性に十 して策定しました。

中杉通りの延伸整備の が今後進むことを えて、方針を策定しました。

「 考 中杉通りの延伸整備について」（ 2 ）

野

点

性化 点

方向の

化 課題

地域 点

『東京都市計画 都市計画区域の整備、開発
及び保全の方針』

＜阿佐 谷・ 阿佐 谷地域の将来像＞

のある 並 の をいかし、商店

のより の ・ づくりが 、し

た の に ち きのある 活 を 成

基 の や の 化や 化、

ン の が ら 、 ・

の に て、 で の い

まちを 成

『杉並区基本構想』と「多心 まちづくり」
区 の基 と る 杉並区基 平成2 年 月 では、 10 年を した区の の とつとして、 地

域で、 の 化、 や の 化や地 り 、 駅 での
まちづくりが めら ている で、杉並区で の 化に した の や活 を めていくことの を

しています。 らに、「 らしやすく で あるまち」の のための 的・ 的 の とつとして、「 地
域の を かした がある のまちづくりを める」としています。
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の の に の あ

の

商店街の商 や商店・ 店の一 の個性・

力づくり、安全・ な 間の確保に るにぎ

わいの向上。

公共公益施設等の にあわせた 地の有効利

や機 の 実。

中杉通りの 並木の保全と、 道の きやすさ

や 道の街並み・にぎわいの向上。

 並木や 、 地等のまとまったみどり

の保全・ 。

の の

て

 阿佐 谷 周辺の公共公益施設は、 0 年から

50年 上を し、 時期を迎えている建物が

なくない。

阿佐 谷 周辺の や商業施設等の一 でも

年数が 0年 上の建物が られる。

 周辺や住宅地の公 ・ ープンス ースが不 。

 まつりやジ ス ー など活発な地域イ

ン の となるス ースが不 。

 周辺は 前 にまとまった ープンス

ースがなく、 に中杉通り 道の東 には と ど

ない。

の づ の との

区民・事業者と行政の連 ・ 力に るまちづくり

の 進。

まちづくり 体の設 やまちづくり提 をまとめ

るなど、 年の地域主体に るまちづくりの機 の

高まり。

阿佐谷ジ ス ー

（ は 前 ）
阿佐谷ジ ス ー ー ージ

阿佐 谷 の交 点

阿佐 谷 周辺

阿佐谷 まつりのにぎわい

（ ー ンターは都 の

行者 商店街）

□■□□□□_ ．地域の 性と課題

． の と

■ の と

■ の の
 時 には 本 に 杉並 役 が設置されるなど、

古くから杉並の中心として発 してきました。

 11年に阿佐 谷 が開業し、 12年の関東 震災

後に都心や下 からの 入に り が しました。

 戦後は、 が戦災に わなかったことなどに り、区画

整 等に る基盤整備がされないまま市街化が進みました。

 2 年に中杉通りの （阿佐 谷 ～ 街道）が開

通、 1 年に中 線が高 ・ 線化され、さらに

5 年中杉通り （阿佐 谷 ～ 通り）が開通し、

現 のまちの が 成されました。

 中杉通りや 並木の整備、 ー ンターの発 などは、地域の方 の 力があって実現し

たものであり、古くから地域主体でまちづくりに取り組む が られる地域です。

まちの成り ちや、区民 交 会等でいた いた （ 2 ）等を まえ、地域の 性と

課題をまとめました。

に と

と

区役所、 、 防 と 市街地と

域 所である 地・

公 一 を 動線が不十 で

しにくい。

区 の 数を有し、地域

を支え、災 時の拠点となる へ

の ク スに課題。

的

 線・補助 線道路である 街道と中杉通り（ 街道 ） には体 的な道路 ッ

ークが 成されていない。

中杉通りの 道など一 の 間に 行者・ が集中し交通の が られる。

 活道路等の が く、 区域及びその周辺の地域に 防活動の な区域が く存

し、 行者等の通行の 性も高い。

 あい道路や行き まり道路が多い。

商店街や 周辺を中心に 、 （ ）が不 。

杉並区の道路 の

例

未

上 未

上 未

上
区域

戦災 地図
『杉並 』
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． の方針と

災 に強い

安全・安心な

まち

体 的な

道路・交通が

整備された

動しやす

いまち

にぎわいや

利便性がさ

らに高まり、

区民や来街

者が集い

したくな

るまち

みどり か

で しい

を れる

まち

方針

首都直下地震に備え、 えにくく

れにくいまちづくりや災 時の

活動に な道路 間等の確保、地

域防災力の強化等に 的に取り

組みます。

方針

で示した防災性の向上とあわ

せ、利便性や交通の安全性の向上等

の 点から、中杉通りの延伸や 活

道路の整備等を 進します。また、

中杉通りや 周辺商店街等で、 行

者と にやさしい環境づくり

を進めます。

り 方針

ープンス ースやみどりの

を図るとともに、まとまった

地の保全や 力的な街並みの

成等に取り組みます。

ー 方針

中杉通りの や 性（ ）の

ある商店街の 性を り かしな

がら、商店街の一 の個性・ 力

づくりやにぎわいの連 性の確

保、 性の向上や いの 間づ

くり等に取り組み、 周辺の高い

利便性とその後背にある良 な住

宅地とが したまちづくりを

します。

取組 延 ・ 路等の整備 ○□

取組 主 活道路等の 整備等 ○□

取組 防災拠点等の整備・ 実 ○□

取組 防災 等の整備 □

取組 市街地の 震化、不 化の 進 ○□

取組 ・ 活動等を

にする 間づくり ○□

取組 地域防災力の強化 ○

取組 中杉通りの延伸整備と

ス ー の ○□

取組 中杉通りの 行者・

通行 間の ○□

取組 活道路の整備等 ○□

取組 あい道路 整備の 進 ○□

取組 交通 機 の ・強化 □

取組 交 点 等の安全 策の 実 □

取組 ・ の整備 ○□

取組 の 行マ ーの ○□

取組 公共公益施設等の

にあわせた拠点機 の向上 ○□

取組 安全・ な 物環境の確保 ○□

取組 商業・業 機 の ・ 実 ○□

取組 地域 を かした

進・地域活性化 ○□

取組 まとまった 地の保全 ○□

取組 民有地や公共施設における

みどりの保全・ ○□

取組 中杉通りの 並木の

保全と 力的な街並み 成 ○□

取組 前に さわしい街並みの 成 ○□

取組 公 ・ の整備 ○□

取組 路等を活 した

道 ッ ークの整備 □

主な取組主体 ○ 区民及び事業者 □ 行政（区等）

□□■□□□_ ．将来像とまちづくりの

． と づ の目

■ づ の目
将来像の実現に向けたまちづくり

の を次のとおり定めます。

■

阿佐 谷 ・ 阿佐 谷 周辺は、 が 00 の で し、区を する 並木の

や、イ ン 、 化活動、商店街等のにぎわいや利便性と、後背のみどり かな閑静な住環境が

共存した、成熟したまちです。

また、区役所等の公共公益施設が多く 地する官庁街（シビックゾーン）として、災 時等には、

この地域 けでなく、杉並区全体の安全を支える防災中 拠点となるべき地域であり、区 の

交通 点で都市活性化拠点に位置づけられる 周辺とともに、杉並を する拠点です。

課題である防災性の向上や道路・交通体 の に取り組み、杉並の安全を支える防災中 拠点

としての 実を図るとともに、時 が変化しても、まちの は変わら 、さらに伸ばしていくこ

とで、 もが らしやすく、 を 、住み けたいと えるまちを します。

に

的

た

に に

た

景

○中杉通り 道の

並木と 道の街並みが

力的なみどりのシン

○災 に強く、 に

した利便性とみどり

かで静かな環境を

備えた住宅 市街地

○個性的で 力の

ある商業・業

施設等が集積し

た 性の高い

商業 市街地

○商業・業 、 ・

化、 などの

機 が集積した、

にぎわいあ れる

地域 活拠点

○商業・業 施設

が連 し、多く

の 通りでにぎ

わう ー ン

ター商店街と中

杉通り 道を中

心とした 交

○公共公益施設

と 活 ービ

ス機 が集積

した利便性の

高い拠点

○交通 機 が強化され

利便性が向上したまち

○防災性と安全性の

向上に する道路

基盤等の と、

にぎわい・ 化・

交 ・ ・

などの都市機 が

強化され、あわせ

てみどりや周辺の

住環境とも し

たまち

の

に と けた

将来のまちの
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方針 の方針

（ ）で示した防災性の向上とあわせ、利便性や交通の安全性の向上等の 点から、中杉通りの

延伸や 活道路の整備等を 進します。また、中杉通りや 周辺商店街等で、 行者と にやさ

しい環境づくりを進めます。

主な取組主体 ○ 区民及び事業者 □ 行政（区等）

取組 中杉通りの延伸整備と

ス ー の ○□

取組 中杉通りの 行者・

通行 間の ○□

取組 活道路の整備等 ○□

取組 交通 機 の ・強化 □

取組 交 点 等の

安全 策の 実 □

取組 の 行マ ーの ○□

中杉通りの延伸整備を 進するとともに、 街道

の市街地と区役所周辺、阿佐 谷 周辺等を

路線 スの ー を します。

建物の 後 に る 道 間の 、 の解

に る きやすい 道の整備、共 の整備等

にあわせた ー ング・ ーターの と

行 ーンの設置など、中杉通りの 行環境の を

図ります。

『すぎなみの道づくり（道路整備方針）』（平成 2

年 ）に基づき、主 活道路である杉一 橋公

通り、阿佐谷 通り、杉 東 通り、 通橋通

りにおいて道路の 整備や安全 策を行うとと

もに、 後 、 化等に り、交通の 化、

行者、 の安全性の確保、 道の 地利 の

進などに取り組みます。

『杉並区 ッ ーク計画』（平成 2 年

）に基づき、上 の主 活道路の か、 通

り、阿佐谷 一 と阿佐谷 五 の境 の通り

等において、 の通行環境の と 行者の安

全性の確保を図ります。

「杉並区 あい道路の に関する 例」に基づ

き、後 地における通行の支 となる物 の設置

や重点整備路線の 定等に る あい道路の

整備を 進します。（ ）

阿佐 谷 の 前 において、 イン・ 等

の 実、 間の や な 等を進め、

いやすさの向上を図ります。

 阿佐 谷 周辺において、 の整備や中杉通

りの延伸整備にあわせた ス ス ースの確保、

間の整備等を進め、交通 機 の強化を図

ります。

事 の多い交 点等において、 や ー ラ

ー、イ ージ ンプ（ ）の設置等を進め、安全

策の 実を図ります。

（ ）イ ージ ンプ 道路の の や を一 け変え

て、 がある うに せかけることで、ドライ ーに

を し、 動 の 度を とさせる効果のあるもの

 利 者の を すため、 の設置や

マ ー の 実等に取り組みます。

阿佐 谷

の 前

中杉通り 道の 通行

□□□■□□_ ． 野別の方針と取組

主な取組主体 ○ 区民及び事業者 □ 行政（区等）

方針 の方針

首都直下地震に備え、 えにくく れにくいまちづくりや災 時の活動に な道路 間等の

確保、地域防災力の強化等に 的に取り組みます。

取組 延 ・ 路等の整備 ○□

取組 防災拠点等の整備・ 実 ○□

取組 防災 等の整備 □

取組 市街地の 震化、

不 化の 進 ○□

取組 ・ 活動等を

にする 間づくり ○□

取組 地域防災力の強化 ○

取組 あい道路 整備の 進 ○□

『杉並区 震 進計画』（平成2 年 ）に基

づいて、 街道、中杉通り 道の 震化・不 化

を 進し、延 、 路、 路等としての

機 の向上を図ります。

 域 所である 地・ 公 一

への 路の確保、防災拠点である区役所と 街

道 の市街地とを 主 動線の確保、お び成

東地区における延 の 成等を図るため、

中杉通りの延伸整備と 道建物の不 化を 進し

ます。

取組 主 活道路等の 整備等 ○□

災 時に区域 の 防活動や 、 助・ 活動

等の機 となる道路を確保するため、『すぎなみの

道づくり（道路整備方針）』（平成 2 年 ）に基

づき、主 活道路等の 整備や 後 、

化等を 進します。

「杉並区 あい道路の に関する 例」に基づ

き、後 地における通行の支 となる物 の設置

や重点整備路線の 定等に る あい道路の

整備を 進します。

区役所の建替え等に り防災中 拠点としての機

強化を図ります。

阿佐 谷 東地区の や の を

機として、周辺道路基盤の整備、地域を支える

拠点の集 化・機 向上、災 に する地域の安

全性の向上を図ります。

 き地、 等の活 に り公 ・ の 整備

を進めるとともに、防 、防災 等の防災

設備の設置に取り組みます。

既存の公 ・ にかまど ン や防災 を設置

するなど、防災 としての 実に取り組みます。

 木造建 物等の建替えまたは に取り組み

ます。

 たな防 （ ）の 定区域の を し

ます。

 道 地や 地の集積等に り建替えが

な 所で共 建替えを進めるなど、建物の 震

化・不 化を 進します。

 震化支 事業の ・周 の強化に取り組み

ます。

（ ） たな防 「東京都建 安全 例」第 の に基

づく で、 定されると、建物の や の に

として 建 物 上の性 とする があります。

区域 では、現 、阿佐谷 一・ 、阿佐谷 一・

が 定されています。

建物の建替えにあわせ、 ック の と け

または 化した ンス等への に取り組み

ます。

緊 の通行に有効な りの整備に取り組

みます。

 地 の通り け 定や の整備、建物の共 化

等に り、行き まりの解 に取り組みます。

 会・ 会、防災会、商店会等の地域組 が主体

的に行う 期 、 助、 、 宅 者への

等の取組の強化を図ります。

緊 の通行

の

杉 区全域の

路 （ ４

の道路延 全道

路延 に める

） ４ で

、 方針の対象区

域周辺で

上と くな て

いま



． 野別の方針と取組_□□□■□□

11

方針 り 景 の方針

ープンス ースやみどりの を図るとともに、まとまった 地の保全や 力的な街並みの

成等に取り組みます。

主な取組主体 ○ 区民及び事業者 □ 行政（区等）

取組 まとまった 地の保全 ○□

取組 民有地や公共施設における

みどりの保全・ ○□

取組 中杉通りの 並木の保全

と 力的な街並み 成 ○□

取組 前に さわしい

街並みの 成 ○□

取組 公 ・ の整備 ○□

取組 路等を活 した

道 ッ ークの整備 □

杉並区 地保全方針に基づき、地区計画等を活 し

て 等のまとまったみどりを将来にわたって

保全するとともに、周辺環境との や地域への開

を します。

中杉通りの 並木、 前 の 木、 等

民有地のまとまったみどり等が連 したみどりの

ッ ークの 成を図ります。

（住宅地）

 地 の 木の保全、 け 等の 道 の 化に

るみどりの保全・ 実に取り組みます。

（商業地）

開発等の機会を捉えて、みどりの と ッ ー

ク化を 進します。

 先や店 入り 等で 地 の 化に取り組

みます。

（公共公益施設）

公共公益施設の 時には、積 的にみどりの

と ッ ーク化に取り組みます。

中杉通りの 並木の保全と な を進め

ます。

 並木を かしながら、 道の建物デザインや

物の を進め、 された ある街並

みの 成を図ります。

中杉通りの延伸 において、街路 の整備を

するなど 力的な の 成を図ります。

 周辺の建物デザインや 物の 、

の 整備等を進め、まちの 関に さわしい

ある街並みの 成を図ります。

 体都市公 度（ ）の活 等を通 て、 地 性

を かした ある公 づくりに取り組みます。

 開発等の機会を捉えて、 間の を

図ります。

 き地、 の活 等に り 間の整備に取

り組みます。

地域住民との に り、 力的な公 ・ づ

くりを進めます。

（ ） 体都市公 度 建物上 等に 体的に公 区域を定

め、公 として整備することができる 度

 や 橋 など （ かけ 路）を

活 した 道の整備と ッ ーク化を 進し

ます。

下

阿佐谷

高

・

方 ・

上

成

高

高 東
5 未

10 ～12 未

5 ～10 未

12 上

区 １ のゾーン別の 地

（阿佐谷地域は2 5 と も い）
杉並区みどりの実 （平成2 年度）

を る いの

□□□■□□_ ． 野別の方針と取組
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方針 の方針

中杉通りの や 性（ １）のある商店街の 性を り かしながら、商店街の一 の個性・

力づくりやにぎわいの連 性の確保、 性の向上や いの 間づくり等に取り組み、 周辺の

高い利便性とその後背にある良 な住宅地とが したまちづくりを します。

（ １） 性（かいわいせい） 活に密 した個性的な

主な取組主体 ○ 区民及び事業者 □ 行政（区等）

取組 ・ の整備 ○□取組 公共公益施設等の

にあわせた拠点機 の向上 ○□

取組 安全・ な 物環境の確保 ○□

取組 商業・業 機 の ・ 実 ○□

取組 地域 を かした

進・地域活性化 ○□

 時期を迎えた公共公益施設等がある地区では、

な建替えを進めるとともに、それにあわせた拠

点機 の強化、 な 機 の 入、周辺の基盤

整備等のまちづくりに一体的に取り組みます。

阿佐谷らしい しみのある個性的な店 や、中杉通

りの 並木の を かした た の

中に きの られる 力的な店 等の を

図ります。

 周辺に さわしい 地の高度利 と商業施設の

力づくりを進めます。

地区計画（ ） 度等の活 に り、商業・業

機 が連 した商店街の 成を図ります。

（ ）地区計画 都市計画 に基づいて定める地区・街区

の都市計画で、まちづくりの方針や 、道路・ 等の

公共的施設、建 物等の 、 、 等の をきめ

かく定めるもの。

道路の 整備や ー化、 化や、地

区計画 度の活 に る街並みの 等を通 て、

行環境の と 性の向上を図り、 いて し

いまちづくりを 進します。

 開発時の 地の提 や き店 の活 等に

り、 に ができ、イ ン 等にも活 でき

る 的 間の を図ります。

建物の ッ ック 間等を活 して ープン

や ン 、 ラ ー ッ 等の設置を 進します。

商 や て 等のはみ しに し、 行・ い

物環境の を図ります。

商店街における き地や き店 等を活 して、

い物 の の整備に取り組みます。

既存 の 体化や 開発等にあわせた

設整備等に り、商店街の共 の確保を図

ります。

 行者や 利 者と の交 を防 ため、共

の や きス ースの確保に取り組みます。

 周辺の 性ある み 街、かつての 路に

を発する （ かけ 路）や り 、ラ タ

阿佐 谷等の シ ターや 、阿佐 谷

や 、阿佐 谷 ス ー 等の周

辺の地域 を ー の設定・整備と、

や イン等の 実に取り組みます。

地域の 発 の強化のため、地域一体とな

った取組の強化や拠点となる施設の整備等を

します。

ッ ック 間を かした ラス のイ ージ

阿佐谷 ー ン

ター商店街
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的
のまちづくり

■ の
阿佐 谷 東地区は、 の 地に、 と ある の か、区 の 数を

有し地域 の拠点となる や、 方向へ向かう商店街、 な 等が集まる

的な地区となっており、そうした地区の 性・ を かしたまちづくりが です。

 数の 建 物が建替え時期を迎えている か、道路基盤が で震災時に な が想定

されること、 所への な ク スが しいこと、商店街や 周辺の交通環境など、喫緊

の課題を多く抱えています。また、将来に向けては、 前に さわしいにぎわいの や、 重な

みどりの保全・ 等も課題となっています。

防災性・安全性の向上

・周辺の 防活動 区域の存 15

・ 橋公 （災 時一時 地）方 への ク ス

・中杉通りから への ク ス

・ ・ ・商店街周辺の 行者等の交通安全

建 物の

・一 建物が建替え時期を迎えた

・ 年数が した杉並第一

みどりの保全・

・ 等のみどりの将来にわた

る保全

・建替え等を 機とした たなみ

どりの

周辺のにぎわい

・ の 地を かした 地の

有効利 や、都市機 の強化

杉一 橋公 通りは、 が 5～ 0 未 で 道のない一方通行で、通 路にもなっています。 橋公 方 への

ク ス向上や 路の確保、周辺の 防活動の 化、 道設置に る通 路としての安全性向上、 動 交通の 化

等の 点から、主 活道路として ・ 通行化が です。（課題 ）

進会商店街通りは、 い物や通

等の 行者の か、 を

む 関 、 橋公 方

（ 東）や中 線 への通

等が集中し、安全性の向上が課

題です。また、街並み 成や 前

に さわしい 地の有効利 に

ついても地域住民を交えた

が です。（課題 、 ）

直 で 行者通行 が多い一方、 く 道的な

を有する高 下 通りは、 ー ド街の

等を捉えた環境整備が まれます。（課題 ）

阿佐ヶ谷駅

けやき

杉並第一

高 下 通り

は、 等に

り機 し、一 建物が建

替え時期を迎えています。建

替えを通 た地域 拠点

としての 実や、中杉通り方

からの ク ス向上が

められます。（課題 、 ）

杉並第一 は、

・ とも区 で も

く、将来に向けた

環境の向上が課題です。

（課題 ）

に る 重な

等のみどりの保全が課

題です。（課題 ）

阿佐ヶ谷駅

北東地区の

主な課題

□□□□■□_ ．取組の重点化

12

． の

の と

将来像の実現には、前 のさま まな 野別の取組を 的に進める がありますが、 実かつ

効果的にまちづくりを進めるため、 下のとおり、重点化の視点と体 化の視点を定めます。

これらの視点を まえ、 つのまちづくりを「重点的取組」として体 化します。これら つの「重

点的取組」については、 り具体的なまちづくりの方向性を示すとともに、今後地域住民等と考え方

の共通化を図り、優先的に取り組みます。

重点化 ＜視点 ＞ 安全・安心など、喫緊の課題の解決に効果の きいもの

＜視点 ＞ 化した施設の など、具体的なまちづくりのきっかけがあるもの

体 化 ＜視 点＞ ～ のうち、 つ 上の の実現に向けて一体的に取り組むこと

が なもの

＜重点化の視点＞

災 時に拠点となるべき公共公益施設

が 時期を迎える

中杉通りの延伸整備

＜体 化の視点＞

・ ・ ・

阿佐谷 り

り

阿佐ヶ谷駅

阿佐ヶ谷駅

１ 阿佐 谷 東地区

のまちづくり

＜重点化の視点＞

道路基盤が で震災時

に な が想定され、

一時 地への ク ス

に課題

商店街や 周辺での交

通安全の確保

や が

を 定

地域主体でまちづくりを

考える動き

中杉通り 道の

安全・ で 力

的なまちづくり

＜重点化の視点＞

道に 行者・

が集中するなど、通行

環境の安全性・ 性

に課題

中杉通りの延伸整備や

公共公益施設の

＜体 化の視点＞

・ ・

＜重点化の視点＞

道路基盤が で震災時に な が想定

され、 所への ク スに課題

主 活道路の優先整備路線、 あい道路の重

点整備路線の 定

＜体 化の視点＞

・ ・

阿佐 谷 周辺のまちづくり

＜体 化の視点＞

・ ・ ・

道路基盤の整備等に る防災性の向上
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①安全・安心

（ ）周辺道路基盤の整備に る防災性と 行者等の安全性の向上
・ と の を 機として、 地区画整 事業等の を活 し、主 活道路である杉

一 橋公 通りの （ 道・ 道を わせて ）・ 通行化と周辺区道等の ・ 替えを行い

ます。これに り、災 時の一時 地である 橋公 方 への ク ス向上や 路の確保、周辺の

防活動の 化、 道設置に る通 路としての安全性向上、 動 交通の 化等を図ります。

・ 進会商店街通り等については、地区計画 度を活 し建替えの に建物の 後 を する か、並

行する杉一 橋公 通りの に り商店街への の 入を らすことで、 行者等の安全性・ 性

の向上を図ります。

（イ）地域 拠点の集 化・機 向上
・ の に り、 施設の集 化と機 向上を図ります。また、中杉通りから への

等の ク スを します。

（ ）災 に する地域の安全性の向上
・ の を 機として、震災時に な が想定される地域 に たな ープンス ースを

し、災 に する地域の安全性向上を図ります。

杉一 橋公 通りの整備に る周辺の震災時の 防活動の 化について

方

方

みどりと調和した地域

活性化拠点づくり

主要生活道路

の拡幅と相互

通行化

地域医療拠点

の集約化・機

能向上

地区計画制度を活用

した壁面後退の誘導

周辺区

道等の

拡幅や

付替え

駅

震災救援所（小学校）

公園、駅前広場、社寺地

防災の軸

避難場所等＜地図範囲外＞

周辺区道等

地域医療拠点

例

震災時 防活
動 区域

道路整備に
る 区域の
解

（ ） 線道路から連 した 上の道路から 2 0 を震災時の 防活動 区域として想定した

区域

杉一

解

区
域 区

域

杉一

（ ）
区域

解

区
域

杉一

（ ）

ま
区

ま
区

□□□□■□_ ．取組の重点化

1

■ の方

安全・安心（15 ）
道路基盤等の を進め、防災性・安全性の向上を図ります。

にぎわい（1 ）
拠点づくりと 性の向上を通 て、 周辺に さわしい

にぎわいの を図ります。

みどり（1 ）
みどりの保全・ と ッ ーク化を進めます。

の と に の

と た づ
と の に う 地利 を 機として、防災性と安全性の向上に する道

路基盤等の と、にぎわい・ 化・交 ・ ・ などの都市機 を強化し、あわせてみどり

や周辺の住環境とも したまちづくりを計画的に 進します。

■ 方
首都直下地震の 性への が喫緊の課題である を まえ、 にまちづくり計画を策定します。そ

の上で、地区計画 度を活 した 力的な街並みの やみどりの保全を図るとともに、 や

の を 機として、 地利 の 直しを行い、また、 地区画整 事業等の活 に り、 つの

地における一体的・連 的な建物の解体・建設、 地の整 及びそれらに う周辺道路基盤の整備を

実に進めます。

「すぎなみの道づくり（道路整備方針）」（平成 2 年 ）において、杉一 橋公 通りについては、中杉

通りから 橋公 までの ・ 通行化を進める方針としています。 に、上 のとおり、 と

の を 機に、 地 までを先行的に ・ 通行化に取り組みます。

地域のまちづくり 体が、地区計画 度の活 等を視野に入れた「まちづくり構想」の を行っている

などを 視しつつ、地域住民等との 交 等を密に行いながら、上 の取組を計画的に進めます。

阿佐 谷 東方 の「災 時活動 度を

考 した 災 度」（ ）

小学校

（ ）

駅

方

阿佐ヶ谷

駅

の
拠
点

周辺の

にぎわいの

みどりと調
和した地域
医療拠点

みどりと調和した

地域活性化拠点

阿佐 谷 東地区のまちづくり方針図

阿佐 谷

（阿佐谷 ）

（高 ）
（高 ）

（阿佐谷 ）

（阿佐谷 １）

橋公

杉一 橋

公 通り

杉一 （ ） 高
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阿佐ヶ谷駅

のみどりの

全と周辺 と

の調和

みどりと調和した

地域活性化の拠点

づくり

・小学校の

等を 機とした

た みどりの と

化

みどり の と

（ ） のみどりの保全と周辺環境との
・ の に して、 地利 の 直しと地区計画 度等の活 に り、地域のシン である

けやき のみどりを将来にわたって可 な り保全し、周辺環境との を図るとともに、地域住民や

、商店街を れる にもさらに しまれるみどりとして、地域への開 を します。

（イ） たなみどりの と ッ ーク化
・ や の 等を 機として、 たなみどりの ッ ーク を図ります。

・けやき公 は、プー 地 に 体都市公 度を活 し、みどりと した地域活性化拠点として整

備します。

・中杉通り、 地等を活 したみどりの ッ ーク化を進め、 前でありながら で いのある 間

づくりに取り組みます。

体都市公 度について

体都市公 の整備イ ージ体都市公 のイ ージ

た みどりの

社寺地のみどり

地域の と

みどりの拠点・軸

区

地盤

建物上 等に 体的に

公 区域を定め、公 と

して整備することに

り、 重な都市 間を

的に有効利 するこ

とができます。

□□□□■□_ ．取組の重点化
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（ ）杉一 地等におけるにぎわいの拠点づくり
・ の 地を かし、杉一 地を一体的な街区として 地利 の 直しを行うことに り、民間の

を り有効に活 した たなにぎわいの拠点づくりについて、 します。

（イ）けやき公 を活 した、みどりと した地域活性化拠点づくり
・けやき公 プー 地を活 し、地域区民 ンター等を し、みどりと した地域活性化拠点とし

て整備します。

（ ）商店街周辺の いて しいまちづくり
・ 進会商店街通りでは、地区計画 度を活 した 力的な街並み 成や 行者優先化等に り、 い物環境

の向上等に取り組みます。

・ 道事業者等と連 し、高 下通路や高 下 通りの環境 を進め、 からけやき公 方 や中 線

方向など、地域の 性向上を図ります。

街並み 地区計画について

地区計画で建物の の位置と

建 物の高さの 等を定める

ことに り、前 道路の に

る 積 や道路 線

を します。

これに り、建 物の や高

さ等を一定の に し、

地の有効利 を 進したり、

良 な街並みを します。

・地域活性

化の拠点

駅周辺の

の軸

高 下 通り

地区計画制度を活用した

み 等

の向上

小学校 地等

を活用した

の拠点

づくり

みどりと調和

した地域活性

化拠点づくり

阿佐谷 進会商店街通り
駅

方阿佐ヶ谷
駅

性の向上

街並み 地区計画のイ ージ
東京都都市整備 ー ージ
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の の と た

の

公共公益施設の や中杉通りの延伸整備を、数十年に１度

のまちづくりの機会と捉え、 施設 にあたっては、施設設

置主体が に連 し、 かつ効 的な建替え等の と、

区民の利便性向上やまちの活性化等を図ります。

■ の方
施設 等を 機に、 下の うな拠点機 の 実を通して、区民の利便性向上やまちの活性化等

を図ります。

施設の効 的な建替え、区民の利便性向上、まちの活性化等を図るため、関 機関が連 し、施

設の 化・多機 化や、 街道・中杉通りの交 点 周辺における中杉通りの延伸整備等とあ

わせた 的整備の可 性、 地の高度利 等、整備 を く します。

■ 方
公共公益施設の に

あたっては、区・ ・

都の 者で設置した

「まちづくり連 会

」を活 し 共有

を図るなど、区が積

的かつ主体的に取り組

みます。

 施設機 を ・

するための一時

所の確保等、中 期

的な視点に って、

施設の かつ効 的

な について し

ます。

中杉通りの延伸整備等

とあわせ、拠点として

の利便性向上や 道ま

ちづくりについて

します。

○防災拠点機 強化
○地下 、 ス、周辺施設間の連 強化に る利便性の向上
○ 前の「 」や区民交 の 、 ス 所等の交通機 を ね備えた の整備
○通 ・通 や周辺施設利 等のための 、 の整備
○公共、 化・ 、交 等の ービス機 の連 強化
○周辺商店街と連 し 前に さわしい商業機 の 実
○中杉通りなど周辺 と した 化の 進

阿佐 谷 周辺

杉並

杉並区

杉並

杉並

杉並

阿佐 谷 周辺のまちづくり方針図

・地下 、 ス、周辺

施設間の連 強化に

る利便性の向上

・交通 機 の

・中杉通り延伸整備と

あわせた 的整備

の可 性等の

・中杉通り延伸整

備とあわせた

道まちづく

りの

・公共公益施設の建替え

等の

・防災中 拠点機 強化

・ ・ の整備

・公共、 化・ 、交

などの ービス機

の連 強化

・商業機 の 実

・ 化の 進

・ 機 の 実

な の

駅 の

の

阿佐谷

□□□□■□_ ．取組の重点化
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的
のまちづくり

■ の
 阿佐 谷 周辺は、「 な 活拠点」ですが、区役所、 、都 事 所等の公共公益施設

が集積する官庁街（シビックゾーン）として、区民の安全や 活を支える拠点でもあります。こ

れらの施設の多くが ０年から ０年 上を し、建物の 時期を迎えつつある中、それ

らが機 を ・ しながら建替え等を進めていくとともに、そうしたきっかけを捉えてまち

づくりを進めていく があります。

の区 の

の

の の

の の

の

の

の

の

の

施設
は

年

杉並区役所 東 3 年

業商 会 0年

阿佐谷 5年

杉並都 事 所 2年

杉並 50年

杉並 防 50年

東京都 道 業所 51年

杉並 0年

杉並 便 3 年

東 地区 阿佐ヶ谷駅 の

のの の 駅 駅

の の の 阿佐谷地

の 阿佐ヶ谷駅 の の 課題

本地震での
市役所の

・ 路 震災での
市役所の

阿佐 谷

阿佐 谷
高 中野

高
阿佐 谷

住宅

所

阿佐ヶ谷駅 地区の主な課題

防災中 拠点としての機

・区役所は災 発 時には、区民 活

の 建と都市の を図るため、中

心的な拠点となってその役 ・機

を果たすことが です。

・区庁 東 は 50年 上を し、

設備も 化していることから、計

画的保全と に向けた が

です。

年数の した公共公益

施設の

・官庁街（シビックゾーン）である

阿佐 谷 周辺の公共公益施設は

0 年 上を し、 期を迎

えています。

中杉通りの延伸

・中杉通りの延伸整備に り、成

地区方 からの ク ス向上が

まれることから、 活 ービス

機 の 実など拠点性の向上が課

題です。

阿佐 谷 周辺の公共公益施設
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との に 的 の
 並木を かしながら、良 な街並み 成や 道店 等の連 性確保、 行者・ の安全

性・ 性の向上等に り、地域の 交 として 力的でにぎわいのある 道 間の 成を図

ります。

具体化に向けては、現 道の １ 線 を 有している ー ング・ ーターのス ースを、

将来的に 道の や 行 間へ する等の 策について、地域の方 や関 機関との連

・ のもと、実現を します。

■ の方 （ ッ は今後の ）

安全・ な 行者・ 間の
（ 道と した 行 間の確保、将来的な ー ン

グ・ ーターの 、共 や さばきス ースの確保

（ さばき のタイ シ ング等 的 の

を む）、商店街利 者のための の整備等）

された ある 力的な街並みの 成
（建物デザインや 物の ・ 等）

性や 性の向上
（中杉通り・ ー ンター間の通り け通路や ッ ー

クの整備等）

にぎわいの連 性確保
（建物 への商業・業 施設の 等）

■ 方
取組の具体化には、 道 利者

や商店街関 者等の 解と

力が なことから、ま 、

道の交通 や ー ング・

ーターを む の利

、周辺商店街の さばき

の現 等について、実 を

行い、その 果を共有したうえ

で、 の取組を進めます。

具体的 策の実現に向けて、地

域、道路 者、 等を め

た 体 づくりを進めます。

地域主体に る かつ

的な取組を可 とするため、

マ ジ ン （ ）等、ま

ちづくりの ー づくり等の

取組を積 的に支 します。

（ ）地域における良 な環境や地域の

を ・向上させるための、住民・

事業主・地 者等に る主体的な取り

組み（ 交通 『 マ ジ ン

進マ 』 り）

道と した 行 間の将来イ ージ

○ された

ある 力的な

街並みの 成

（建物デザイン

や 物の

・ 等）

○ 性や 性

の向上（ ッ

ークの整備等）

○にぎわいの連

性確保（建物

の商業・業

施設の 等）

○ 性や 性の向

上（中杉通り・ ー

ンター間の通り

け通路の整備等）

○ の整備

○安全・ な 行

者・ 間の

（ 道と した

行 間の確

保等）

○ さばき のタ

イ シ ング等

的 の

○共 や さば

きス ースの確保

○共 や さば

きス ースの確保

中杉通り 道のまちづくり方針図

の の の

□□□□■□_ ．取組の重点化
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的 の
的 づ

■ の
中杉通りの 道には 行者・ が集中し、安全な通行 間の確保が課題となっています。

中杉通り 道は、 並木という区を する を有し、『杉並区 計画』において

成の デ 地区に 定されています。

 行者 の商店街としてにぎわいを せる ー ンターと、みどりの ン に われた中杉通

りは、個性と 力を有するにぎわいの として、地域の ランド を向上させる 地があります。

行者・ の安全性の確保
さらなる の向上と を かした

個性的で 力的なにぎわいづくり

111
31

44
75

23
50

30
12

0

0 20 40 60 80 100 120

ー ー ー

ー

等

り ー 等

等

中杉通りの 化

化（ 線 の地中化）

には、災 の防 、安全・

な交通の確保、良 な

成等の効果が期 さ

れています。東京都では、

平成3 年度までの 定で、

中杉通りの 化を 進

しています。

並木等の を かし

たさらなる 力づくり、にぎわ

いづくりが められています。

・ 並木通りに さわしい

された のある 道建物

等のデザイン

・並行する商店街との 別化や

づくり

・ ・交 間の確保

区を する を 成する

並木を に保 ・

し、安全で 全な並木の存 を

図る があります。

道の第1通行 が ー ング・

ーターとなっており、 が

道を通行しにくい環境にあり

ます。

地区の主な課題

中杉通りの通行 は 行者

00 、 2 00

平日 12 時間 と多くなっ

ています。

み等に り、 道の有効

は2 5 度の が多

くなっています。

道上では、 行者・

の が られ、 行環境の

安全性・ 性に課題があり

ます。

店 等を有さないマンション等、

店 の連 性に課題があります。

一 で中杉通りに を向けて

いる店 が られます。

○ ープン ス（平

成2 年 ～ ）の

ン ー では、中

杉通り周辺で取り組

むべき課題として、

「 道と した

行 間の確

保」が も多く

られました。
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の に の
防災や交通安全等の 点から、 活道路や あい道路の 等を通 て体 的な道路 ッ ーク

の整備に取り組むとともに、 化についても積 的に 進を します。

成熟した市街地である本地域での体 的な道路 ッ ークの実現には課題がありますが、地域の

まちづくりの 機を捉えるなど、整備効果の高いものから優先的に整備に取り組みます。

■ の方 方

主 活道路等の整備
杉一 橋公 通りは、『東京都防災都市づくり 進計画』（平成2 年 ）

において防災 活道路（ ）に位置づけられています。 橋公 への ク

スや周辺の 防活動の 化、交通安全等の 点から、『すぎなみの道づく

り（道路整備方針）』に基づき、 と 通行化に向けて、「優先整備路

線」として 期の事業化を します。

（ ）防災 活道路 延 に まれた市街地における緊 の通行や な ・

活動及び を可 とする防災上重 な道路

杉 東 通りと 通橋通りについては、交通事 が多いことから、「安全

策路線」として、 期の安全 策の実施を します。

地域のまちづくりの機 を捉え、その の 活道路や区画道路の整備、

化等について します。

あい道路の整備
首都直下地震など災 への備えとし

て、平成2 年 に 施行された「杉

並区 あい道路の に関する 例」

に基づき、後 地における通行の支

となる物 の設置 や重点整備路

線の 定等を通 て、 あい道路の

に取り組みます。

平成 2 年 11 に 例に基づく重点

整備路線に 定された路線の 整備

に取り組みます。

主 活道路の整備イ ージ
（ の事例～ ）

安全 策の例

あい道路の 整備の事例

整備前

整備後

防災力の向上に する道路基盤の整備方針図

□□□□■□_ ．取組の重点化
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的 の
の

■ の
東京都の『地震に関する地域 度 定 』に れば、本方針の 区域では、建物の れにく

さや地盤は 的 いものの、道路基盤の整備 が く、「災 時活動 度を考 した 災

度」は 的高くなっており、 地震時等に 防、 助・ 、 等の活動を行うための

道路整備やそれに う 化の 進が喫緊の課題です。

本方針の 区域 とその周辺は 未 の あい道路の多い地域となっています。 あい道

路において道路 に 間が確保されない 、災 時の緊 の通行や な の確保がで

き 、また、平 時においても、 行者や いす利 者等の な 動、 や の通

行の確保等、区民の安全安心な日 活に支 が ることになります。

東京都の『地震に関する地域 度 定 』（平成 25

年 公 ）に れば、本方針の 区域について、

○「建物の 度」が 中で「 」（阿佐谷 １の

み「 」）となっており、建物の れにくさや地盤は

的 いことを示しています。

○一方、「 災 度」は と どで 中の「 」とな

っています。また、「災 時活動 度を考 した 災

度」は 中で「 」と高い地域が多くを めてい

ます。これは、 地域が道路基盤の整備 が いこと

を示しています。

路 震災において、 ～10 上の道路に

なると、 道の建物が しても の通行が可 で

あったということが かっています。10 未 の区間が

解 されれば、緊 道路 ッ ークの 性が

に高まるものと考えられます。

まちづくり ちづくり

ープン ス（平成2 年 ～ ）の ン ー では、

道路整備に も期 する について、防災関 の が

多くを めました。

通行不可 通行可 通行可 道までの

災 時活動 度を考 した 災 度

路 震災での道路 と道路 の関

道路の整備で も期 する （１つ、 151）
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25

期的取組

（おおむね 年 ）

中・ 期的取組

（ ～20年）

重点的取組（１）

阿佐 谷 東地

区のまちづくり

重点的取組等の

ス ジ ー

重点的取組（ ）

中杉通り 道の

安全・ で 力

的なまちづくり

重点的取組（ ）

道路基盤の整備

等に る防災性

の向上

重点的取組（ ）

阿佐 谷

周辺のまちづくり

考 中杉通り

の延伸整備

地区計画等の

、杉一 、阿佐谷地域区民 ンター等の 、

杉一 地施設整備の ・実施

地区画整 事業の施行

杉一 橋公 通り（中杉通り～杉一 地 ）

の 整備

都市計画

等

まちづく

り計画の

策定

中杉通り延伸整備等とあわせた 的整備の可 性、

地の高度利 等、整備 の ・実施

関 機関の

向 等

本庁 東 ・実施

中杉通りの安全・ な 行者・ 間の

中杉通りの

化

（阿佐 谷

）

ー ング・ ーターの 等に る

道と した 行 間の確保等の実施

中杉通りの

化

（阿佐 谷

東 ）

地域や交通 者、

道路 者等と

連 した

実

（ ー ング・ ーター、

等）

『杉並区 あい道路の に関する 例』重点整備路線等における 整備の取組

『杉並区 ッ ーク

計画』優先整備路線の整備
（次期計画の策定、次期優先整備路線の整備）

『すぎなみの道づくり（道路整備方針）』

主 活道路（安全 策路線）の 策実施

（平成3 年度までの 策実施を す）

（次期方針）

主 活道路（優先整備路線）の ・事業 ・整備

（平成3 年度までに事業 を す）

『都市計画道路第四次事業化計画（平成2 ～3 年度）』に基づく取組

（平成3 年度までに優先的に事業に ）

□□□□□■_ ．まちづくり方針の実現に向けて

2

． づ 方針の に けて

まちづくり方針の の 方

１．区民・事業者・行政の に るまちづくりの 進
まちづくり方針の具体化にあたっては、区民・事業者・行政が、この方針で示すまちの将来像と 、

その実現に向けた取組の方向性を共有し、それ れが う役 と を果たしながら、 してまちづく

りを進めていく があります。

区では、まちづくり方針に基づき、行政主体の整備事業等の実施、民間事業等の な ・ 、区

民主体のまちづくり活動の支 等に取り組むとともに、 的な視点から、区民・事業者と連 した取組

の進行 と 整を図っていきます。

． ード・ の取組の連 に るまちづくりの 進
まちづくり方針の実現に向けて、 な地域 の活 や、まちの と個性を かすライ スタイ

や住まい方を し、基盤整備等の ード の取組と地域・ 業・ 化活動等の の取組の連

に るまちづくりを進めます。

区では、 会・ 会、商店会をは め、地域のまちづくり 体や 等の多 な地域の関 者との

交 や 共有を行いながら、地域主体に る マ ジ ン 等、まちづくりの ー づくりや公

共 間の効果的な利活 等の取組を積 的に支 します。

．戦略的・計画的なまちづくりの 進
区では、 実かつ効果的にまちづくりを進めるために設定した つ

の重点的取組について、関 課の連 のもと、本方針に基づき、

下のス ジ ー のとおり計画的にまちづくりを 進します。重点

のその の取組についても、関連計画等に基づき実現を図る か、

地域のまちづくりの機 等を捉え、まちづくりを進めます。



考

2

まと け
の

平成 2 年 から にかけて、まちづくり方針（中間まとめ）に

ついて地域の方 に し、 をうかがう ープン ス（ ）

を、阿佐 谷 等周辺の 所で延べ 日間開 しました。

く平成 2 年 と に、まちづくり 体等の方 に してま

ちづくり方針（中間まとめ）を し、 をうかがいました。

ープン

ス等の来 者

来 者への

ン ー 果

の

・来 者は1 で、 は でした。

・年 は 20 が なかった かは、 りなく い年 の方 に 来 いた き

ました。

・中間まとめの将来像・ と重点的取組の については、 5 強の方におおむね いと

の をいた きました。

・中間まとめの のうち かった としては、「将来像とまちづくりの 」が

も多く、次いで、「重点的取組」、「地域の 性と課題」の となりました。

・ つの重点的取組のうち重 と うものについては、「中杉通りの 力的な街並み 成

と な 行者・ 間の確保」が も多く、次いで「道路基盤の整備に る防災性

の向上」が多くなりました。

（ ） ープン ス 会 に 等で を 示し、来 された さまに区の

等が直 するとともに、個別に をうかがう
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かの取組

も して

しい

12 8

その
2 0

重点的取組の 性（ 149）

考

2

の

平成2 年12 13日に、 で した 00 のうち

した区民 2 の方に をいた き、「これからの阿佐 谷

等周辺まちづくりを考える区民 交 会」を開 しました。阿佐谷

地域の「良いとこ ・ きなとこ 」「にぎわい・利便性」「安全・安

心」「みどり・環境」の ーマで活発な 交 がありました。

■平成2 年１ には、地域で活動するまちづくり 体等の方 に、地域

の 性や課題についてお きしました。

良いとこ ・ きなとこ
利便性が高い（都心・ への ク スが い 道が 路線利 可 公共施設が 実等）

■にぎわいがある（商店街や み が 実 力的なイ ン が多い等）

■住みやすさ（ 前から し れると静かな住宅地が がっており住みやすい にぎわいと静かな住宅街の

等）

■みどり・ （中杉通りの 並木 し れると 橋公 や 地がありみどりが 等）

住民 性（ が優しい ど く ち いている等）

■地域主体でまちづくりに取り組 できた

■ 化・ （ 、 化 等）

にぎわい・利便性に関する課題
■商店街・ み 街等（ 実しており 力的 ーン店が 個 店の支 を 店 の個性化 街道

に商業施設が不 置き の 実 からも を まちづくり にぎわいの連 性の確保等）

■中杉通りの並木を かす（ ー ンターと中杉通りの 方が きるまちづくり 行者 等）

高 者や どもの 所（高 者の 所 どもの び を やす等）

て の （保 ・ を やす くに どもの け 所設置等）

■ と商店街等との連

道の利便性の向上（ 日の 線の 中野 まりの中 ・ 等が多い等）

安全・安心に関する課題
■ 線道路の （中杉通りに 行 ーンを整備 中杉通りの ー ング・ ーターの

号が ない・ い等）

■ 行者・ の安全性確保や道路の 整備等（道路 が い道路が多く緊 が入れ

防災上不安 あい道路等の交 点で 会い の事 が多い 道がない道路が多く には 日

、緊 時ともに通行の となるため ッ ックしたス ースに物を置かない 活道路の整備

の 行マ ー・ ー 発が 化の 進等）

建物に関する防災 策（ 化した住宅やビ が多く不安 震化の 進等）

安・防 関 （ りが多く全体的に 安はいい 街 が ないと る地域がある等）

・ き地等の活 （公 や 等の整備に活 さな 地をまとめて有効活 等）

みどり・環境に関する課題
な公 の整備（周辺には 橋公 や 地があるが に い公 がない に阿佐 谷

方 に公 が不 な さな公 は が不 さくても ーマ性のある 力的な公 づくり

を等）

■ なみどりの ・保全（ などのみどりの が課題 活 の など効果的な

方策 中杉通りの ち 等）

■中杉通りの を かす（ 化の 進 行 ーンの整備 行者 の実施等）

マ ー向上（ みの し方 きタ 等）

前 の （ で いやすく等）

区民 交 会での主な ■ まちづくり 体等との 交 での主な
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考

2

りの
『東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）』 平成2 年 において、都市計

画道路補助133号線の区役所前～五日市街道間が優先整備路線（ ）に位置 けられました。

この延伸整備は、阿佐 谷 等周辺まちづくりにとって、多くの と課題を有するとともに、

きな を える です。そのため、本方針は延伸整備が今後進むことを えて策定しています。

（ ）優先整備路線 今後10年間（平成2 年度から平成3 年度まで）で優先的に整備すべき路線のことであり、優先的に事業に

する路線のこと。

道まちづくり

における課題
道路 定地周辺は住宅街とし

て市街化が進 でいます。

道については、周辺環境にも

した 地利 のあり方、

既存道路との関 、 道の良

な など、 すべ

き課題が多くありますが、中

杉通りの延伸整備を施行する

東京都と連 し、事業化に向

けて積 的に取り組みます。

■中杉通りの延伸整備の

・商 の に る

商店街の活性化

・交 点 周辺の

一体的なまちづ

くりの可 性

・地域の安全性の向上

・ 域 所である

地・ 公 への

路の確保

・防災中 拠点である区役所

と 市街地を 動線の

確保

・ 市街地から阿佐 谷

等周辺への ク スの向上

・ ス路線の設置など成 東

地区の交通利便性の向上

・ 防活動 区域の解 ・延 の 成

・ 道 地利 に る 活利便性の向上
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